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吉野ヶ里歴史公園から ◎問い合わせ　

　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333
　http://www.yoshinogari.jp

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定しているイベントを急遽中止することがあります。

　古代植物の森にて「落葉掻き」と「シイタケ栽培（菌打込み）」
のお手伝いをしてくださる人を募集します。
○と　き　２月14日（日）　10時～ 12時　※雨天中止
○ところ　古代植物の森
○定　員　30人（事前申込・小学生以下は保護者同伴）
○参加費　無料（入園料、駐車場料も無料）
※手袋（軍手）をご持参ください。

体験プログラム とき・ところ 定員・条件 参加料

染色体験【貝紫】
古代「皇帝の紫」と呼ば
れた巻貝の分泌液を使っ
た染色体験です。

・２月20日（土）、21日（日）、
　23日（火・祝）　10時30分～
・古代の森体験館
※ハンカチやストールなど染める

物・布は持参不要。

・各日10人
・要事前申込（１週間前まで）
・小学生以上
・エプロン持参または汚れてもよい

服装

300円～
1,500円

こだわりの土器づくり
弥生時代の土器をモチー
フに、当時の道具を使っ
た本格土器づくり体験で
す。

・２月27日（土）・28（日）
　10時～
・古代の森体験館

・各日10人
・要事前申込（１週間前まで）
・小学4年生以上

500円

落葉掻き風景

◆「落葉搔き」「シイタケ栽培」ボランティア募集◆

◆「古代の森体験館」体験プログラム◆
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